報告書様式２ （戦略的国際科学技術協力推進事業）

戦略的国際科学技術協力推進事業

　研　究　成　果　報　告　・　計　画　書

平成　２３－２４　年度
研究交流課題名「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
	○　本研究成果報告・計画書は年度毎に作成していただくこととしています。
○　これまでの進捗状況、成果等を反映して、当該年度に実施する研究交流計画に関し、参加研究者名、実施内容、経費計画等を記載願います。




平成２４年　　月　　日
　研究代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

様式1－１：日本側チームの研究者
	　氏　名
	所属機関、部署
	役職名
	学位
	本研究における役割

	(リーダー)

	
	
	
	

	(研究者)

	
	
	
	


様式1－２：相手国側チームの研究者
	　氏　名
	所属機関、部署
	役職名
	学位
	本研究における役割

	(リーダー)

	
	
	
	

	(研究者)

	
	
	
	


様式２：現時点までの平成23年度における研究進捗状況 (平成24年度から研究開始の場合記載不要)

１．研究状況

　１－１　経過と成果

　
　１－２　計画と実際の進捗スケジュールの差異 (該当するもの一つの□を■としてください)

□ 計画より早く進んでいる　
□　計画通り進んでいる　

□ 計画より少し遅れている　
□　計画より大幅に遅れている

　
　１－３　上記差異が生じた理由、対応策 (計画より遅れている場合のみ記載)

　
　１－４　研究手法 (該当するもの一つの□を■としてください)
□ 計画した手法で実施している　□ 計画した手法で実施し、かつ別の手法も取り入れている

□ 計画した手法ではうまくいかないため別の手法で実施している
　１－５　別の手法を取り入れた理由 (該当する場合のみ記載)

　
２．交流状況 (シンポジウム、共同打合せなど)

　２－１　実績
　
　２－２　計画との差異 (相手国との交流に関して、該当するもの一つの□を■としてください)

　□ 計画以上にできている　□ 計画通りできている　□ できていない

　２－３　差異が生じた理由 (計画以上にできている、計画通りできていない場合に記載)

　
３．今後の見通し
　
４．研究進捗上解決すべき問題 (あれば記載)
　
＊論文発表、学会発表、特許出願等の詳細情報については別途提出をお願いする研究交流・成果実績報告書 (エクセルファイル)に記載下さい。
様式３：平成24年度の「研究目的及び内容」
 (記入欄) 

_______________________________________________________________________

様式３の記載に際してご留意いただきたい点：
（１）記入内容を契約書に転記することを予定しています。申請様式の内容と大きく趣旨が変わらない場合も、必ずご記入下さい。300字程度を目安にお願いします。
（２）記載は、以下のフォーマットでお願いします。
①「本研究は○○を目的とする。」
－実際に達成する事柄を簡潔に記載。
②「具体的には、日本側は○○を行い、（相手国名）側は△△を行う。」
－双方の分担及び研究内容を具体的に記載。
③「平成24年度は、日本側は○○を行い、（相手国名）側は△△を行う。」
－今年度双方が実施する研究内容を具体的に記載。
④「本研究で日本と（相手国名）が交流を通じて相互的に取り組むことで、○○が期待される。」 

－本研究により当該分野で将来期待される事柄を簡潔に記載。
※本様式は単年度の計画のため、③に重点を置いて記載願います。①、②、④の記載は、本研究の全実施期間を通じての内容で差し支えありません。
様式４：平成24年度の研究・交流計画
(日本側チームと相手国側チームとの主な役割分担の記載を含む)

様式５：研究期間における研究・交流の主なスケジュール
　＊本様式は、平成23年7月1日以降に研究を開始した課題のうち、初年度計画書を作成いただいた課題について記載をお願いするものです。それ以外の課題については、本様式の記載は不要です。
まず、初年度計画書の様式４で作成いただいたスケジュール表をコピーして以下の表に上書きして貼り付けて下さい。(以下の表は例示として載せているものです。) その上で、現在の研究及び交流の進捗状況に応じて実施項目・実施時期を修正し、現時点での最新のスケジュール表を作成下さい。
	実施項目
＜以下は例示。適宜削除下さい。＞
	実施時期

	
	H24
	H25
	H26
	H27

	
	Q1
	Q2
	Q3
	Q4
	Q1
	Q2
	Q3
	Q4
	Q1
	Q2
	Q3
	Q4
	Q1
	Q2
	Q3
	Q4

	１．○○関連遺伝子発現解析

・○○遺伝子の同定（日本側）

・○○遺伝子発現解析（○○側）

	
	
	○


	○

○


	○

○


	○

○


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２．○○イメージング解析

・○○関連データの取得（両国）

・○○解析技術の開発 (○○側)


	○

	○

	○

	○

	○

	○

	○

	○

	○

	○

	○


	○


	○


	○

	
	

	３．○○診断法の開発

・○○メカニズムの解明(○○側)

・診断法の開発と検証(日本側)


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
○


	○
○


	○


	○



	４．両国研究者の会合
	
	
	
	○
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	

	５．日本で共同シンポジウム開催
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	
	
	
	
	
	○

	６．若手研究者の派遣・受入
	
	
	
	
	
	
	○
	○
	○
	○
	
	
	
	
	
	

	必要に応じて加筆・修正下さい

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


記載に当たっての注意事項
※何をいつまでに実施するかということが分かるようにしてください。また、日本チームと相手国チームの役割分担が分かるようにしてください。本様式５は1ページで収まるよう留意下さい。(表の作成後、本注意事項は削除いただいて差し支えありません。)
※「実施時期」の箇所は○もしくは空欄としていただき、それ以外の文字は記載しないで下さい。
※Q1 ＝ 4月～6月、Q2 = 7月～9月、Q3 = 10月～12月、Q4 = 1月～3月を表します。例えば、H24のQ3からH25のQ2にかけて4つの○がついている項目は、平成24年の10月から開始し平成25年の9月までの完了を目指すものであることを表します。会合やシンポジウムについては、その期間中のどこかで当該イベントを実施する予定であることを意味します。
様式６：平成24年度の経費計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（単位：円）
	事項
	支出の概要
	金　額

	区分
	大項目
	中項目
	（間接経費以外の各細目について記載）
	

	直接経費
	物品費
	
	

	
	人件費・謝金
	
	

	
	旅費
	
	

	
	その他
	会議費
	
	

	
	
	その他
	
	

	直接経費合計
	
	

	間接経費
	
	

	　総額 (直接経費＋間接経費)
	
	


研究交流費（旅費＋会議費）：


　　　円

試験研究費（物品費＋人件費・謝金＋その他）：
　　　円

※間接経費は、原則として直接経費（旅費、会議費、物品費、人件費・謝金、その他の合計）の10%以下となるようにお願いします。総額の10%ではありませんので、ご留意下さい。
※原則、当初申請に沿ってご記入下さい。
※予算との関係で支出金額を調整させていただく場合があります。
※各項目の具体例は以下に示すとおりです。
	項目
	具体例

	旅費
	日本側研究代表者および研究メンバーに係る旅費、外部招聘者（相手側研究メンバーを除く）に係る旅費

	会議費
	シンポジウム、セミナー等の開催に要した会場借料、飲食費用（アルコール類を除く）、その他必要経費

	物品費
	研究用設備・備品・試作品、ソフトウェア（既製品）、書籍、研究用試薬・材料・消耗品の購入費用

	
	

	人件費・謝金
	謝金及び日本側研究者の人件費

	その他
	委託研究に必要な上記以外の費用





















